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神霊、県議会の皆さんが嬢訪

『識iiii謹態察鴨護の廟n1mMR」鯉を調孟
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９J］２［Ｉ（火）に，神奈川県議会環境膿政常任委

員会（ﾉ〔ｲﾐ姿t1長）から委員１２名，随行･什３fZiが，

定例識会閉会ﾄﾞ１１のi1M盗事'|：「森林催ＩＩ１ｉ保全jＧＩ策につ

いて｜にDMする,(1M代をl」的として来訪さ;１１ました。

午後３時過ぎにMfさんがセンターに到箭すると，

２階のセミナー室において。所長から。センターの

業務1ﾒl霧．醗休生態系保誕地域，緑の回廊．Ｍ生推

移などについて，映像を交えて説明しました。

続いて‘近くの「以久科原ヒヒ花圃」に移励し．斜

WR厩知床述'11などを紹介，更に緑のI可廊の具lllE風

所などについて,i1MWL．調査[I程を終l'しました。
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」冒頭挨拶する大木委員長（左奥）

矢口康Ii獣今、煙 匠梗lIII1I上山'二字くこ７合7-Ｆ｢可エ竺礼tＬ（=蓄参ごｊＪ１１

８月２１１１（木）に，関係６騰閲１４名による

合同巡視が行われ，センターから企耐官が参加し

ました。

知床岬地区は貴慧な植物群落や野生鳥ｉｉＭｉの生青

地であることから，一帯の111然j}t観を保護するた

め，「知床ｌＭ１ｌ地区のTII11AMilill脂導に閏する申し合

わせ」（昭和５９年２ノ]）によ})，レクリエーシ

ョン'二1的とした一般観光癖などの､rち入りを抑制

していますが，地JHl的なこともありⅡ愉的にその

笈態を’一分承知111来得ないことや，ｉｆ人欝に閏す

る|術報もあることから，ｗ｢'';聯を含めその実態農
,ＩＭＩ満するため実施しました。

知床は短い夏が終わ})。すっかり秋にな'〕まし

た。鮭や認が産mllのため111をあわただしく上って

いきます曇

知床連山の111々は．イタヤカエデの蕊やナナカ

マドの実が赤く色づいてきて．段々ときれいに鍵

わっていきます。

知床丘iilil〃ｉｉｉとオシンコシンの滝には，大鞠②

観光客の姿が見られます。

エゾシカ，エゾリス．キタキツネなどのIlM1物た

ちは▽冬にIfilかって食ドトの醤えをしています。

(F、｣々が奥っ赤に染まるのはもう少し光ですが．
秋晴れになると鉦排ちよ<野外で白然葬饗し鞠［

ｒ
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(１０月中旬頃）染まるのはもう少し光ですが． 彩り

気持ちよく野外で自然を楽しむことができます。ハンゴンソウなどが優占していました当I｣は．午前７時ウトロ港に蝿合いチャータ
扇jも■亀

した船で文７１ｱ海（避難港）１こ上陸しました。

休憩後，環境省121然保誕官から，１両1満で７J]中旬から８月中旬までのllllllWに実施した並入
調査の慨嘆として，①３１グループ・１０８人の立人があった。②立入地点は文吉湾が約８割と 、

'○ 
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第４８回議とのふれあい11三脚的に多い，③立入手段としては,肱漁船とプレ

ジヤーポートが約４割と銭も多く，徒歩とシーカヤ

ックが約１割である，④立入目的は釣りが約８刺と

雌も多く，観)'fが約１割であるなどの脱Iﾘ|がありま

した。

その後．１，１然保iM1i官ほかの案内で、１１'''1灯箭１１１１を巡

視しました。途中，たき火の跡があり，立入瀞がキ

ャンプなどをしていることが確認されました。また，

鹿の食圧などによる植生の変化が著しく，外来砿の

ハンゴンソウ，アメリカオニアザミなどの繁雄が見

られました。」1M地視察を終え，今後の１１１１１１地1Ｋ保全笹

理のありかたについて資するものと思われます。

何センチあるかな？５人がかりで綱を巻きました 大きな樹だな～

し (本文は次ぺ－

四!』数が少なくなったガンゴウラン ￣ 

矢１コ｣BネミlIII1I上山に#<ﾆｨｰﾏｰ|声]エ竺杉曲（=薯参二ｊＪ１１
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71IIlレクリエーション・illj1lllII（れあい

i｢ドングリ調賓とイチイ鹿害（綱巻）体験」を開催 『初秋の知床硫黄山を訪ねて」を開催虹 」■■■■注■■r■■凹正■■■ｒ■江■宙■■■■■■ｕ■１０戸ご■■■■■、＄■ご■■■■■■芭■な■■工芭な■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

願６７１iil森林レクリエーション・ｉｎ知庶を９）;１４１１（,|（）に行いました。

今川の１１的地である「INI床硫黄'11新噴火11」は，硫黄'１１のｉｌ１ｌｌ腿にあI)ます。硫黄'１１は，安政年

ｉＭｌにglliI1の活動がiid録されており，IlHW｢１１１《｢zの禰liljでは､約２（)ノブトンもの硫ｌｌＩｆを噴'1}し，カ

ムイワッカ川は下流まで約１．４kmにＩ［り一ﾉ<硫黄河になり，擁Miの活ilLぶ1)が「‐膜に５０ノブ

｜リ、｜上兇知床ににわか鍛気｜と新聞報道さ;|［たとの記録も蛾っています。
凸 式ｎ３Ｆら

参!｣[I鷲は，６２名の応募管のIFiJからi111選で選ばれた，」“iLIIﾌﾞのほか網走市．剛辺蕊ｌＩ１ｉ､遠軽町，
852岳

美幌１１１１，地元斜里'111からの男性６籍，女１１１：Ｉ６ｆｋ１の計２２満です。

当１１は１１時に現地にZll特し、熊にlll会った鳩合の対処法，鐙llllllステッキの扱いかなどの注

意・IiMIﾘ1を受け、MIilllli体操で作をほぐした後，・ﾀﾞﾘにな'〕，鞍'11道を凝り始めました。

途'''１ミズナラ．ダケカンパ、ハイマツなどの特徴，１１１途をIliWZiから１１１lき，カワラポウフウ，

アカミノイヌツゲ、シラタマノキなどのlilk物・低木を観察しながら．１時間腿で「硫』Mi採掘跡地」

伊到;ilfしました。ここには．硫黄を孫liilした当時の小屋跡などが残ってお'1参lU時の皆さんは
腿lLlt深くのぞき込むと災に．７０年近く綴った今でも．ほぞ・ほぞ穴がきれいに残る木材片を見

て蝋いていました。また、l1Ifれていれば，ここからオホーツク海の人パノラマを兇為ことができ

ることを附き．恨めしそうにガスがかかったｸ|増を見上げていました。

第豊1L81K11「森とのふれあい」を，９)１２０Ｌ１（'二）に，開催しました。
１１囮功

今lLllは，斜IIul1｢1噸1床博物館（｢''111元iMi長）の『知床海と熊の学校』と｣l§同開催の形でr『

いました。これまでイベントの際に学鍵lLlの〃にiMilliとして参!｣Ⅱしていただいたことはありまし

たが，企lIIIi旗案の段階から炎行までを一統に行うのは初めての取り細みでした。参力11簡はiMillI;|ミ

海と森の学校』のメンバーのｉｉ１の１２筒（鼎女1両I数）で．斜里''１]・内の小学校４年～６年生です衝

’｢:I1ir巾はウトロの「イチイ林木迦低焚伽ｉｉ係が|;１K」で，鹿害対策として綱巻きを行いました。ま

ず,職興から①エゾシカが樹皮を食べる｣W1Il1，②樹皮食害の現状，③イチイliMC迦伝貴源保存ｲ;ト

の詮lWfI:]的などについて説[ﾘjを受けた後.輸)(で胸,断直径を測り，必要な綱の良さを計算した後．

その長さに綱を切断し，イチイの幹に巻き１．１けました。網のi繭さが１．８ｍあり身長より高かっ

たので，背IMIびしながらの作業とな'〕ました。

’F後からは，＃|尾別に移動し，ミズナラの耀果（ドングリ）を1,1収しました。まず，職員から

⑪ミズナラのf'の[11米.②ドングリを皮ぺる､１１物のiiii灘Ｌ③水がl亀係を燗やす方法などについ弓
洲tll｣|を受けた後，lmljq方のシードトラップからていねいにl111il，l1Ijlドングリを拾い'二げまし

た。ミズヅーラの水のI1i１体ごとにドングリの数が述うこと，またドングリの大きさ．1瓦ざがlllj111

Ilil進うことなどを感じ取っていました。

小休I|:陸，新噴火１１にlr11けて擁１１iii跡｣ｕを後にしました。こ;l1よ})ﾘﾄ鳰仁なI〕ま-il-o1I1Ii下でしっ

かＩ）と勝をつかみ，企身にﾉJを込めて少しずつ凝っていきました。途ＴＩＴ．「ハイマツ，ミズナラ．

イソツツジ、オンタデがまとまって'１畠えているのは活火山である硫黄山の特徴」との鎌1ﾘ1を聞き．鯛６６１肌'ルクリエーショ＞・iUiHIiIミ

跳砿な体験ができたことを喜んでいました。

Ｊ１灯菱の難関・砂ｵ1き地の壕Ｉ)坂も無事仁克Ⅱl出，「新

（lii火’１」に到達しました。ここで．Ⅱｉｎ熱を上げている

ｉＭｊｌ火'１を背j;{にIid念’１jl'`を撮った後．風食をとりま

した。

畷からは,来た道を足元に注意しながら降I〕ました含

途【'１，エゾヒグマがエゾアカヤマアリを食べ燭ために

勝を剛かした跡や。わずかに残るコケモモのがい実を

Ｆ､察しました。熊が食べたためコケモモの喪が少なく
なったことを知Ｉ)，あわてて熊が近くにいないかl11illj

を),Lる人もいました。綴'１１１１近くのMrl｜Hllfでは、２鎖

Ⅲ神秘の羅臼湖と五つの沼巡り」を開催

繭６６１１１１藤|､仲クリエーション・］、j31床を８）］７Ｌ１（/1〔）に行いました。

｜ｌ的地の繩F1湖は，標岡７．１０ｍの'１１にljllまれた場所にありIlMIWiな|脳れた術Ⅳ｢です。遊歩道は

l'i･道２．６ｋmで。大小５つの沼やiljil原が点rl;しi11iLIjjil1i1i物や問llll1ii物をiiM祭することができます。

今''1はｉＩｌｌ秘のiilil羅臼湖ということで，」ヒルIi、綱，上ilfなどから７３ｆＩＩの応蝶があI〕，抽選で選

ばれた２３名の参加になりました。ホームページを兇た神戸市，Mli浜｢|jからの参り'1がありました。

当''は現地に近づくにつれＩｌｖれていた空が霧に艇われていましたが，靴|§liM人'〕'{は籍が愚
ておl)．身支度をしてトレッキングを始めました。歩道沿いにはゴゼンタチバナの白い花やナナ

カマドの随とｌｌｆい喪が同時にあ1〕，雪渓跡にはエゾコザクラの淡いピンクが可憐さをリ|き立てて

いました街 の雌エゾシカが別jllを|(匙むように見送ってくｊ１ました。新噴火口で記念撮影しました

この柵にはチシマミクリが水面に長い蕊を漂わ

せ・ワタスゲが白い綿毛を付けていました。ハイ

マツの雄|ﾋﾞや|ﾋﾞのfriliiLMiil原i術物の進:侈聯の1ijHlJl

を受け，＃''１１:1湖iMl;(展望台に論きました。

lid念`Ｗ１４を'1Mっている間に霧に艇わｵ１，脇食111

も湖の姿がj1Lることができませんでした。そ#１で

も‐瞬見ることができ.喜んでいただけました。蜜
Ｃｅ：・し・・・Ｊ

が無ければ知iJ1j別厩なども見ることができるので

すが､昨年に続き全｣;tを見ることができず，、然

の厳しさを感じました。

ＩＨＩ}!〕は((た逝の折り返しです。笹がぬｵ1fli)りや

=万人を超える人々で大盛況

－第２４Ｍしれとこ購堆まつり－

９Ｊｌ２８ｌ１（日）に潅鴬まつI〕が開催され，センターから

は①加味の動植物写典ハガキプレゼント，②九ﾉk切り体験、
③火起こし体験の催しで参D11しました。

新たに実施した火起こし体験では，マイギ1ルヒ火起こし器

を使い‘１１新しさも手伝って，一|:Iril排つ人の列が絶えない

ほどの廠況でした。また，３００枚Ⅲ蔵したが｣'〔ハガキも，

１人１１文にIliI1限したにもかかわらず。211＄Ｍほどでほとんど

がなくなりました←

111i}pは((た道の折り返しです。鰹がぬｵ1柵りや三の沼を散策しています

すぐなった坂道を供壇に歩き，全員無躯トレッキングを終えることができました。

参m1IIfの粋さんに．｜ﾖ然豊かな絲鵬い欄や'1,,1Ⅲ;(を楽しく散策していただきました。

火起こしに最初に成功した

のは小学生の女の子でした


